
                         

 
 
 

６月 1８日（水）５時間目に薬学講座を実施しました。１年生は「薬の正しい使い方」 

について、学校薬剤師の大石さんにお話を伺い、２・３ 年生は「薬物乱用の恐ろしさ」 

について、掛川警察署生活安全課の立花さんにお話を伺いました。薬物に依存せず充実 

した人生を歩むために、将来に向けて今できることを考えてみましょう。    

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 
令和７年７月 16日 

大須賀中学校保健室 

ほけんだより 

薬学講座を行いました 

１年生 
「正しい薬の使い方」 
☆薬は決められた用法（飲む時間・飲む回数・飲
み方）と用量（飲む量や数）を守って使おう！ 
→薬は元気な時に飲んでも体にとっては「毒」にし
かなりません。「とりあえず薬」に頼ろうとする前に
普段から規則正しい生活を送り、「自然治癒力」を
高めておきましょう。むやみに飲むのでもなく、むや
みに避けるのでもなく上手に活用しましょう。 
～生徒の感想～ 
・薬は正しい飲み方・使い方をしないと効果がない

ということが分かった。 
・薬は決められた用法・用量を守って使うことが大
切だということが分かった。 
・全ての薬には主作用と副作用があることが分か
った。 

 

２，３年生 
「薬物乱用の恐ろしさについて」 
☆たった１回の使用でも、薬物乱用はあなたの
人生と脳を大きく破壊します！ 
→中高生は特にドラッグが身体と精神の発達
を止めて破壊していくため、大人の場合よりも
短期間で重い症状が出ることが多く、取り返し
のつかないことになります。もし、万が一誘わ
れても、決して手を出さない強い意志を持って
ください。 
～生徒の感想～ 

・薬物乱用を誘われてもきっぱり断ろうと思い
ます。 
・１度使用したらどんなに自分の強い意志があ
ってもやめることができない怖さを知りました。 
・合法の薬物（かぜ薬など）でも使い方を間違
えてしまうと乱用になってしまうので気をつけて
使用します。 



 

  １学期をふりかえって （７月１４日現在） 
★保健室来室状況  けが・・・９８人（来室が多かったのは６月） 

          病気・・・２１１人 （来室が多かったのは５月） 

けがで多かったのは、擦り傷と切り傷でした。病気で多かったのは、頭痛、吐き気、腹痛でした。 

夏休み明けも、子どもたちが健康で安全に学校生活が送れるよう、サポートしていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

治療のチャンス！！ 

 ４～６月に行われた健康診断の結果、異常が見られた人には治療のお知ら

せを出しています。現在も、治療済みの返信がたくさん返ってきています。 

 普段はなかなか病院へ行く時間がとれないかもしれませんが、夏休みは時

間に余裕があります。 

この機会に受診し、治療が必要な場合は治療を続けましょう。 

治療のお知らせの用紙が必要な場合は保健室までご連絡ください。 

ほけんしつの 


